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ある IT 企業におけるその活用をめぐって
松　岡　秀　明
はじめに
　現代において、スポーツという領域は他のさまざまな領域と密接に関係し、あ
るいは重なりあっている。サッカーに限定して文化人類学の観点から考えると、
それは図 1 のように示すことができる。
図 1 サッカーと他の領域との関係
　サッカーが政治と重なっている部分が存在していることは、世界中の人々の注
目を集めるギガスポーツイベントであるワールドカップを考えると容易に理解で
きる。国威発揚の場でもあるワールドカップには、ナショナリズムという問題が
かかわってくる。そして、ワールドカップの招致にもさまざまな政治的な力学が
働いている。一方、一国のなかでも、政治にとってサッカーが重要である場合が
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あることがすでに指摘されている（たとえば ブルームフィールド 2011 [2010]）。
　プロの選手が存在し、トップの選手の高額年俸を思い起こせば、サッカーが経
済活動と重なっている部分が存在することが分かる。プロのサッカーでは、どの
メーカーのユニフォームを採用するか、試合への入場料はどのように設定するか
といったことが莫大な利益に結びついている。プロだけでなくアマチュアのサッ
カーにおいても、たとえば遠征費をどう調達するかといったような経済的な行為
が生じる。
　日本では、サッカーと宗教が関係しうることは理解しづらいであろう。しか
し、アフリカではサッカーが呪術と密接にかかわっていることがしばしばある。
FIFA もそれを報じているし (1)、この問題について社会学的なアプローチをとっ
た論文もある (2)。
　サッカーとこれら諸領域との関係については、これまでさまざまな観点から論
じられてきた (3)。しかし、サッカーをやってきたということと、仕事をする上で
必要とされる能力や会社という組織に参加することとの関係、すなわちサッカー
と労働の関係はこれまで十分に分析されてきたとは言いがたい ｡
　本稿では、東京の IT 企業Ａ社におけるサッカーを検討する。A 社は 2014 年か
ら新卒社員の採用を始めたが、採用の必要条件は大学の体育会サッカー部に所属
して一定の実績を持っていることである。この点で A 社は、極めて特殊な会社
であるということができる。
　では、そのような特殊な会社を文化人類学的に研究することにはどのような意
味があるだろうか。まず、A 社はサッカー経験者に何を期待しているのか。そし
て、A 社という組織に参加し、そこで必要とされる技術を習得し対人関係を構築
することと、サッカーの経験はどのように関係しているか。この二つの関連して
いる問題を検討することによって、A 社におけるサッカーと労働との関係、さら
にはスポーツとしてのサッカーのいくつかの側面を明らかにすることが本論文の
目的である。
　以下、プライバシー保護のために、A 社の社員全員に仮名を用いるとともに、
フィールドワークで得た個人情報で本稿の議論とは関係がない箇所は適宜変更し
てある。
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Ⅰ .就職と体育会
　企業にとって、大学の体育会でスポーツをしている学生、企業に新たに参加す
る可能性をもつ者としてどのようにとらえられているのだろうか。松繁は、｢『就
職を考えるならアメリカンフットボール』というアメフト神話がある」として、
この言説を検討している（松繁 2005）。この言説がつくりだされる理由として、
松繁は次の 4 点を想定する（松繁 2005: 49）。
1. ウェイトトレーニングで筋肉をつくりあげているからか？
2．	勝敗に戦術が大きな役割を果たすため選手には思考訓練がされており、
それが経営企画等に役立つからか？
3．	礼儀正しいからか？
4．	与えられた命令を何も考えずに遂行する体力を持つからか？ 
　松繁はそれぞれについて、次のように検討している。1．については、「日々そ
れほど重量のある書類を持ち歩くわけでもないホワイトカラーの業務に , 周囲を
威圧するほどの筋力は必要ない」とする。2. については、「アメリカンフットボー
ルの試合では、クォーターバックの決断や監督からの指示など選択された戦術の
内容とその成否が視覚的に捉えやすい ｡ しかし、 戦略や戦術の重要性ということ
であれば、碁や将棋に勝るものはないであろう ｡また、これらの競技も、長時間
の戦いに勝つためには体調や気力を自己管理することが極めて重要になる」とす
る。3．については、「スポーツ選手が特別に礼儀正しいわけではない ｡状況に応
じて使い分けているだけで、先生や先輩の前では挨拶や礼をする習慣を身につけ
ているが、その場をはなれたとたんに態度が変ったりする」と指摘する。最後の
4．について、松繁は「思考を停止しひたすら目標に向かってまい進することが
必要な局面はある」としながらも、「今求められているのは、冷静に状況を見つめ、
周囲に流されることなく適切な判断を下せる人材ではないだろうか」と論じてい
る。そして、松繁は次のような結論に達している。
体育会系卒業生というだけの理由で企業は採用しているのではないことがわ
かる。また、体力にものを言わせた猪突猛進型の気質を尊重しているわけで
もないらしい ｡企業は、仕事を進めていくうえで必要な能力を身につけた者、
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または適性の高い者を選別しているというだけのようである（松繁 2005: 
50-51）。
しかし、体育会系は就職に有利であるという結果を示している統計結果がある。
（株）ディスコ　キャリタスリサーチが 2016 年 6 月にインターネットを通して
2017 年 3 月卒業予定の体育会学生と一般学生に対して行なった就職についての
調査の結果は、次のようなものである (4)。内定率は、体育会学生は 78.8％で、一
般学生の 76.0％と僅かな差があるにすぎない。一方、内定していた企業の規模は、
「従業員数 5000 人以上」と回答した体育会学生が 55.2％であったのに対して、一
般学生は 36.4％であり、18.8 ポイントの差が認められる。また、上場企業の比率
を比較すると、体育会学生が 81.2％であるのに対して、一般学生は 60.6％だった。
このデータから、一般学生に対して体育会学生が大手上場企業に多く内定してい
ることが分かる。こうした数字から、世間に流通している体育会の学生は就職に
有利という言説は妥当とすることが可能だろう。また、ウェブサイト＜キャリタ
ス就活 2017 ＞は、キャリタスリサーチが行なった 2016 年 3 月卒業の大学生を対
象として同様の調査結果を引用しているが、結果に大きな変わりはない (5)。この
結果からは、やはり体育会に参加していた大学生には何らかの価値が見出されて
いるのではないだろうかと考えざるをえない。たとえば、体育会系大学生の就職
支援会社アスリートプランニングの社長山崎秀人は、企業は体育会人材の「順応
力の高さ」に魅力を感じている、と述べている (6)。
　先述のように、2014 年から新卒社員の採用を始めた A 社では、男性新卒者の
場合、大学の体育会サッカー部に所属してかなりの実績を持っている者を採用し
てきている。全 32 ページの 2016 年版会社案内の冊子の「大切にしていること」
の項目には、「全国大会で上位進出した体育会系人材に特化した採用」と記され
ている。「体育会系」の文字は赤で印字され、ポイントも大きくなっている。では、
このような採用基準の考案した A 社の社長は一体どのような人物なのだろうか。
２．A 社社長はいかにサッカーとかかわってきたか
　A 社は、2010 年 7 月に現社長の内田誠（40 歳台）が設立した IT 関連企業で、サッ
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カーをある程度やったことのある者なら、その意味がすぐに理解できる社名を持
つ。2016 年 8 月現在の A 社の社員数は、正社員 35 名、契約社員 6 名の計 41 名で、
男子正社員の 25 名のおよそ半数がサッカーの経験者である。
　A 社の社風は、内田の意思を強く反映している。そのため、A 社の特徴を理解
するためには、内田のライフストーリーを把握することが有効である。以下、ブ
ログおよびインタビューによって得られたデータからそれをみていく。
　内田は東京都出身の 40 歳台の男性である。小学校で野球をやっていた内田は、
地域で小学生のサッカークラブが創立された時に参加を要請され、あまり気が進
まないままサッカーを始めた。しかし、しばらくするとサッカーに専念するよう
になり、中学校に進学するとサッカー部に所属し主将を務めるまでに至った。高
校は、毎年 12 月末から 1 月に開催される高校サッカーの全国大会である高校選
手権への出場が期待されていた都内のサッカー名門校に進学する。
　4 軍まであるサッカー部で内田は 1 軍に属して公式戦に出場していたが、ある
試合で負傷し、その結果 4 軍まで落ちてしまう。内田の怪我は順調に回復し 1 軍
に復帰可能なまでに回復していたが、2 軍に上がった段階で指導者と対立し 1 軍
にあげてもらえず、サッカー部自体に嫌気がさし１軍復帰を果たさないまま退部
してしまう。このことを内田は、「若かったから。今となっては後悔している」
と述懐する。当時、その高校ではサッカー部を辞めたら自主的に退学することが
当然のような雰囲気があり、内田は遅刻を繰り返すようになった。しかし、クラ
スメイトと先生に支援されなんとか卒業にこぎつける。
　高校卒業後 IT 関連企業に就職した内田は、中学時代のサッカーの恩師の勧め
で、中学校のサッカー部のチームメイトたちと社会人チームを結成し主将となる。
しかし、あまり熱心でない者が多く、試合のたびに副主将と協力して 11 人のメ
ンバーを確保することに苦労するような状態だった。この時の経験から、内田は
「どうすればメンバーが自分についてきてくれるのか、どうすれば試合で勝てる
のかということを意識するようになった」と語る。
　内田が就職した当時の IT 業界は、「キツイ」「厳しい」「帰れない」の 3K と呼
ばれていたが、内田は大企業に配属されても、日曜日だけは休ませてほしいと願
い出て、サッカーをしていた。「どんなに辛くても仕事を続けてこられたのは、
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趣味であるサッカーがあったからだと思う」と内田は自社ホームページの自らの
プロフィールに記している。「今思い返せば、サッカーを通して、ビジネスに役
立つヒントをたくさん得ることができたと思います」とあるウェブサイドのイン
タビューで答えている内田は、学生から社会人を通してサッカーによって成長し
てきたと言えるだろう。2016 年現在、内田は複数のチームに所属し、休日はほ
ぼサッカーをしている。2015 年度には、アマチュアのシニアリーグの年代別日
本代表となっている。
　社会人となってから現在にいたるまで、内田は週末にサッカーをすることで気
持ちの切り替えを行なってきた。そして、サッカーをする友人、サッカーの恩師
との人間関係を大切にしている。
３．A 社はサッカーとどのようにかかわっているか
　設立時から 2013年度までは、A社は新卒の採用は行なってこなかった。しかし、
システムエンジニアを自社で養成したほうが会社の将来にとってプラスであると
判断し、2014 年度から新卒の採用を開始する。4 名採用されたが、すべて男性で
大学の体育会サッカー部の出身者 4 名である。1 人は、J リーグのユースチーム
から関東大学リーグ所属の大学に進みサッカーを続けた者、もう 1 人は関東大学
サッカーリーグに所属の大学の選手で、全日本大学サッカー選抜に選ばれた経験
を持つ。2015年度の新卒採用は3名で、全員が男性でやはり大学大学の体育会サッ
カー部の出身者である。2016 年度に新卒で採用されたのは男性 2 名、女性 2 名
の計 4 名である。男性 2 人は、いずれも関東大学サッカーリーグに所属する大学
の体育会サッカー部の出身者であり、1 人は大学でキャプテンを務め、もう 1 人
は J リーグのユースチーム出身で年代別の日本代表に選ばれた経験を持つ。女性
2 人のうち 1 人は J リーグのあるチームのマスコットに選ばれたことがある。も
う 1 人は、大学の体育会陸上部出身だが、小学校時代にサッカーの経験がある。
　内田がサッカー経験者の新卒社員（以下、「新卒社員」は、2014 年以降入社
の男子社員の意味で用いる）に期待するのは、次の 3 点である。先に紹介した
2016 年版会社案内のなかには、「A 社が大切にしていること」という見出しのペー
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ジがあり、そこには、「1. コミュニケーション、2. 時間を守る、3. あきらめない」
と書かれており、同じページに、「全国大会で上位進出した体育会系人材に特化
した採用」とあり、「体育会系」は赤い文字でポイントも大きくなっている。
　内田は、大学やクラブチームのユースでサッカーをこのレベルやっていた者は、
これら 3 点についてどれも問題がないと語る。まず、「時間を守る」から検討し
ていく。内田は、「IT 業界って時間に結構ルーズなんですよ、他の業種に較べて。
仕事さえやっとけば来なくていいでしょ、みたいな。それは嫌なので」と語る。
ある程度のレベルでスポーツをやる場合、試合はもちろん練習で集合時間に遅れ
ることは許されない。
　新卒で入社した横山圭一は、関東リーグ 1 部に属する大学のサッカー部でキャ
プテンを務めた経験を持つ。そのサッカー部には、部員が 400 名以上おりいくつ
かのチームに分かれていたが、1 軍で公式戦の先発メンバーだった横山は、部全
体を一つにまとめる役割を担っていた。横山は、電車の事故でその路線が長時間
不通になったとき以外、遅刻したことは 4 年間で一度もないという。この電車事
故の時も、ラインを使って同じ電車に乗っている部員を見つけタクシーに相乗り
することでほんの少し遅刻しただけで済み、監督から叱責されることはなかった
という。
　この習慣が、会社の業務における時間厳守にそのまま活用されていることは理
解できる。横山は、次のように話す。
この会社に入って、別の環境でサッカーを始めましたけど、会社にも試合に
も遅刻はしていません。仕事は、まあ全く初めての経験が多くてなかなかう
まくいかないことも多いんですけど、だからこそ時間だけはきちんとしよう
と思ってやっています。
　次に、「あきらめない」はどうだろうか。別の新卒社員の声に耳を傾けてみよう。
川勝俊彦は、関東リーグ 1 部所属の大学でサッカーをやっていたが、大学に入る
前はある J 1 チームのユースに所属していた。あきらめないということの大切さ
を最も強く感じたのは、ユース時代のある試合でだったと川勝は述懐する。強豪
相手に 1 － 2 のスコアで、試合は間もなく終わるところだった。ボールがピッチ
の外に出たとき、キャプテンが「あきらめるな。顔をあげよう」と怒鳴った。そ
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の直後、守りに入っていた相手のイージーミスから点を取ることができた。同点
にされたことで相手は動転したと感じたと、川勝は言う。試合は３分のアディショ
ナルタイムに入り、終了まであと 1 分となったところで追加点をあげて勝つこと
ができた。
　内田は、「もちろん、どんなスポーツでも最後まであきらめないことは大事で
すよね」と内田は語る。彼は次のように続けた。
だけど、サッカーだったら、味方のキーパーからボールが出てから 10 秒も
かからないで点が取れることがありますよね。だから、笛がなるまで絶対あ
きらめない。少なくともうち（松岡註　A 社をさす）に入って来るレベルで
やっていたら、それは叩き込まれてます。
　内田が言うように、たしかに新卒社員たちは「あきらめない」という姿勢を持っ
ているのだろう。しかし、最後まであきらめない、すなわち試合終了まであきら
めない、ということはどんなスポーツにおいても大切だとされている。特に終了
時間が決まっているスポーツでは、重視されると考えられる。さまざまな基準か
らスポーツをいくつかのカテゴリーに分けることができるが、終了時間が決まっ
ているスポーツとそうでないスポーツに分けると、サッカーは言うまでもなく前
者のカテゴリーに入る。他の例としては、バスケットボールがすぐ念頭に浮かぶ
だろう。3 ポイントシュートが決まったところで試合が終わり逆転勝ちとなるバ
スケットボールの映像は、時たまテレビで流れる。その際に、最後まであきらめ
ないことは大事ですね、といった教訓的なコメントがあったりもする。
　ここまで検討した、「時間を守る」と「あきらめない」は、しかし、高いレベ
ルでスポーツを行なってきた者には備わっている特質と考えられ、特にサッカー
選手に顕著だとは考えられない。
　では、1. コミュニケーションはどうだろうか。内田は、コミュニケーションを
二つの観点から捉えている。まず、選手間同士のコミュニケーションがサッカー
では重視される。試合中、選手たちはピッチの上で意思疎通のために言葉やジェ
スチャーを頻繁に用い、敵が近くに来ていることや、パスをどこへ出せばいいか
を伝えあう。二番目は、A 社の新卒社員のレベルの選手は、試合後のヒーローイ
ンタビューや大学広報の取材、あるいは数百人の部員に対して話をするといった
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経験から、何をどのように話せば効率的かを知っているという。
　3 人めの新卒社員遠藤悠太も、やはり関東リーグのチームのレギュラーであり、
高校生の時には年代別の日本代表にも選抜された経験がある。内田によれば、J
リーグから声がかかっても不思議はなかったという力を持っていた。その遠藤は、
サッカーとコミュニケーションについて次のように話してくれた。
サッカーのレベルが高くなると、コミュニケーションのレベルも上がります
ね。言葉や身振りもそうですけど。それ以上に、ある選手の動きのパターン
がよく分かってると、勘とはちょっと違って、相手の気持ちを分かってパス
を出したりもらったりうまくいきますね。自分が今ボールをもらったらこい
つはあそこに行きそうだって思って、じゃそこにパス出そうと準備してパス
をもらうとか。そういうのを全部コミュニケーションというんだったら、そ
の能力は自分は割とあると思います。この会社に入って、ひとが何を考えて
いるかよく考えろと言われますが、そういうことにサッカーは役に立ってい
ると思います。
遠藤の言うことは理解できるが、他のスポーツでもこのレベルの選手はこのよう
な能力は持っているのではないだろうか。　　
　以上、会社案内の冊子に記されている三点について検討したが、新卒社員たち
はこれら三点において秀でた能力を持っていることが判明した。ただし、これら
の特質は特にサッカー選手に顕著とは考えられない。以下、それ以外で内田や社
員が語るサッカー経験者が持つ特質を考えてみたい。
　内田は、バスケットボールやバレーボールと比較すると、サッカーでは自分で
考えることがより求められると述べる。
（バスケットでもバレーでも）コーチの声すごい聞こえるじゃないですか。
サッカーなんて、逆サイドにいたら聞こえないじゃないですか。観客入って
たら、全く聞こえない。
そこで、個々のプレーヤーが自分で考えてプレーすることが必要になるのだと内
田は言うのである。
　内田のこの見解に関連して、小池の論議を参照してみたい。（小池 2005）。小
池は、サッカーを「おどろくほど自由で不確実なことに満ちている」スポーツと
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定義し、次のように指摘する。
監督がきめたパターンではとうてい試合をはこべない ｡もちろんどのスポー
ツにも不確実性はあろうが、サッカーはその不確実性がおそらく他にくらべ
格段にたかい（小池 2005: 35）｡
小池はこの不確実性が、サッカーでは足でボールを扱うことに起因していると考
える。そして、この不確実性ゆえに、ターンオーバー（瞬時の攻守交替）が起こ
るとする。小池は、湯浅が『戦うサッカー理論』（湯浅 1995）で展開している、サッ
カーにおける個人の自主的な判断の重要性、そしてレベルが高いほど自由で自主
的な判断がより重要となるという主張に同意している。この点については、これ
まで登場した 3 人の新卒社員に後者の見解を紹介し、どう思うかを聞いてみたと
ころみな同意した。たとえば、先述のように年代別の日本代表にも選ばれたこと
もある遠藤は「自由で自主的な判断っていうと、日本代表の選手はみなすごいア
イデアがあってとても刺激になりました。この場面でこういうのもありか、って
思うことが何度もありました」と語っている。
４．A 社という組織に社員はどのように参加しているか
　本節では、A 社という組織に参加することにサッカーがどのようにかかわって
いるかについて検討する。
　ある組織へ参加することについては、レイヴとウェンガーが 90 年代に提唱し
た「正統的周辺参加」（Legitimate Peripheral Participation: LPP）概念による論議が
さかんに行なわれたが（レイヴ、ウェンガー : 1993 [1991]）、本稿ではまず、文
化人類学者である池田の考えを参照したい。　　
　池田は、参加を（1）参加の様態、（2）参加がもつ強度、（3）参加による効果、
の三つの観点から検討することを提唱している（池田 2007: 221） 。以下、池田の
論議を要約する。まず、（1）参加の様態について、池田は、「ある社会活動に参
加しているとしても『何をもって参加しているのか』という意識」は、参加者の
あいだで多様な広がりをもつ、と指摘する。そして、参加者たちが置かれた状況（つ
まり現場）に即して、何をもって参加とみなすのかという点を明確にすることに
資源としてのサッカー：ある IT 企業におけるその活用をめぐって
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よって、議論の焦点を明確にする必要があると注意を促している。
　（2）参加が持つ強度については、「参加してからの時間経過、参与者間の関わ
りあい、本人および他人の評価、分業の有無、参加の場にみられる権力関係」等々
さまざまな要素が関係するとしている。
　最後の（3）「参加による効果」は、「集団全体に対してと、参与者個々人に対
しては、それぞれ異なるはずだ。活動の時間軸の長短や周期性をみて、変化があ
るかどうかも、参加の効果を説明する重要な観点になる」と指摘する。
　この三つの観点から、A 社という組織に参加することとサッカーとの関係を検
討していく。まず、「参加の様態」は、A 社の正社員であることである。A 社の
新卒社員の採用基準は、大学の体育会でサッカーをかなりのレベルでやっていた
こと、そして入社した場合はサッカー部に入ることである。Ａ社における参加を
考える場合、この「参加の様態」は、次の「参加の強度」と密接に関係してく
る。すなわち、A 社において、新卒社員のみならずサッカー経験者の多くが、社
のサッカー部や社長が参加しているいくつかのチームに入っている。新卒社員は、
会社のサッカー部以外にもいくつかのチームに否応なく参加せざるを得ない状況
となっているのである。したがって、「サッカーをやっている」ということは「参
加の強度」を上げることにつながっている。
　ここで、もう一つ勝敗という要因も付け加えて考える必要がある。社長が最も
注力しているチームは関東のある地方自治体の社会人リーグ所属のチームであ
る。このチームは、2014 年度と 2016 年度に同リーグで優勝している。優勝とい
う達成感も参加の強度を上げる効果を持つ。
　以上より、新卒社員の「参加の様態」は会社のオフィスで行なう行務とともに
ピッチ（サッカーのグラウンド）でサッカーをすることであり、「参加の強度」
はたいへん高いことが分かる。
　最後の（3）「参加による効果」はどうだろうか。まず、A 社という組織全体に
対するサッカーの効果は、一体感の創出である。新卒社員たちのほとんどは、平
日は会社で土曜か日曜はピッチで、他の新卒社員たち、さらには社長と顔を合わ
せているのである。
　しかし、「参加の強度」がたいへん高いことは、一方で弊害ももたらしている。
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それは、社内が「サッカー部」と「サッカー部以外」とに分かれる傾向があるこ
とだ。内田は、社長はサッカー部の言うことしか聞かないという不満を持つ社員
がいることを把握している。実際そんなことはないと内田は否定するが、サッカー
部以外の社員がそう思うのも不思議ではなないと考えられる。
　A 社では、「会社への帰属意識を高めるため」（内田）、月に 1 回飲み会を開い
ているが、そこで「サッカー部（社長が参加しているチームに参加している社員
たち）ばっかりで群れる」ことが起こりがちで、内田はサッカー部に宴会会場で
は固まらずにばらけて座り、みんなと喋りなさいと注意しているという。
　では、参加者個々人によって異なる「参加による効果」どうだろうか。新卒社
員たちは、サッカーにおいて「自分たちが普通の人たちとは違うところを通って
きたことは分かっているので、そこにいかに自信をつけさせてあげるか」が重要
となる、と内田は語る。そしてそれは、彼らが自分で仕事を通して自信をつける
しかないという。
　新卒社員のなかには、常勤の社員として勤務できるし、かなりのレベルの社会
人リーグでサッカーもできるしという軽い気持ちで A 社の採用試験を受けたと
ころ合格したので就職したという者も存在する、と内田は言う。ただし、その後は、
その社員も業務にもサッカーにも真剣に取り組んでいると、内田は付け加えた。
　2014 年の春のある土曜日、内田は所属しているあるチームのメンバーたちと
試合の前に雑談をしていた。内田が A 社はサッカーで新卒社員を採用すること
にしたと語り、その年度の新卒者の輝かしいサッカーの経歴を述べた時、ある
チームメイトは彼らの経歴に驚くととともに、「で、頭の方は大丈夫なんですか」
と問い返した。この直截な疑問は、しかし多くの読者も持つのではあるまいか。
新卒社員は大学卒業まで、サッカーだけやってきたのである。この点について、
内田はこう説明する。IT 業界でやっていることはそんなに難しいことではない。
彼らが大学卒業までに培ってきた力をもってすれば問題はない、と。現在のとこ
ろ、新卒社員たちは着実に自身をつけていっており、その点で A 社への参加の
効果はあがっていると考えられる。
資源としてのサッカー：ある IT 企業におけるその活用をめぐって
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結論に替えて
　レイヴとウェンガーが創出した実践共同体（community of practice）という概念
は、本稿に即して考えてみると次のようになる。A 社という組織においては、就
業規定、社内のヒエラルキー等々によって形成される「公式」の実践共同体、と
サッカーによって形成される 「隙間」（interstitial）の実践共同体が存在している (7)。
　新卒社員は、サッカーによって培ってきた力をＡ社の業務、すなわち公的な実
践共同体で発揮している。ある会社の社員が会社のサッカー部に入ってサッカー
をすることは、一般的には隙間の実践共同体への参加と考えられるが、A 社の新
卒社員のサッカー部への参加は、隙間ではなく公式の実践共同体への参加のよう
にも考えられる。したがって、A 社では、この公式と隙間の二つの実践共同体が
重なっている割合がかなり高い、あるいはいずれも公式の実践共同体ということ
ができるだろう。
　ワトソンらの研究以来、組織における同質性（homogeneity）と異質性（diversity）
について論議されてきた (Watson, Kumar and Michaelsen: 1993)。サッカー部に入っ
ている社員が多いという点で A 社は同質性が高い組織である。新卒社員たちは、
高いレベルの体育会サッカー部に参加することで身につけた能力で A 社の業務
とサッカーをこなしてきている。この生活様式は、社長である内田のそれを再生
産していると考えることができる。内田は、小さい問題はあるが、新卒社員たち
はここまでは大筋ではうまくやっていると語る。A 社においてサッカーがどのよ
うな意味を担っていくか、今後もフィールドワークを続行することで検証してい
きたい。
注
（1）	たとえば、Football's famous curses and sorcery というタイトルの FIFA の記事を見よ。
http://www.fifa.com/news/y=2014/m=7/news=football-s-famous-curses-and-sorcery-2408100.
html（最終アクセス日 2016 年 10 月 25 日）
(2) アフリカにおけるサッカーと呪術の関係については、すでに 1961 年にスコッチが
論文を書いている（Scotch 1981）。近年の論文としては、シャッツバーグを参照され
たい（Schatzberg　2006）
(3) ラウトレッジから、スポーツと諸領域との関係を扱ったハンドブックが何冊も出版
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されており、手掛かりを与えてくれる（例えば Bairner et al. 2016, Møller et al. 2015）、
(4) （株）ディスコ　キャリタスリサーチがネット上で公開した「体育会学生の就職
活動調査」（2016 年 8 月発行）による。http://www.disc.co.jp/uploads/2016/08/Athlete-
Students-Report_201608.pdf　　　　　　　　　　　　　　　　（最終アクセス日　2016
年 10 月 20 日）
(5) https://job.career-tasu.jp/2017/features/athlete/realdata/index.html　（最終アクセス日 2016
年 10 月 21 日）
(6) 日経ビジネス　＜アメフト、ラクロスが就職に強いワケ＞ 2015 年 3 月 27 日
http://business.nikkeibp.co.jp/article/interview/20150326/279168/?ST=print
（最終アクセス日 2016 年 10 月 28 日）
(7) 実践共同体の重層性については、『状況に埋め込まれた学習』の訳者である佐伯の
指摘（レイヴ、ウェンガー 1993 [1991]：113-4 訳者注 10）および、福島のコメントを
参照のこと（福島 2010: 91-93）。
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